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広報うだ　 ２

宇
陀
市
長
選
挙

初
代
市
長
に

前
田
禎
郎
氏

２
月
12
日
、
合
併
に
伴
う
宇

陀
市
長
選
挙
が
市
内
38
か
所
の

投
票
所
で
行
わ
れ
、
即
日
開
票

の
結
果
、
前
田
禎
郎
氏
が
初
代

宇
陀
市
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

翌
13
日
に
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
　
辻
本
太
郎
委
員
長
か
ら

当
選
証
書
を
受
け
、
喜
び
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

市
長
に
就
任
し
た
前
田
氏
は
、

15
日
に
市
役
所
へ
初
登
庁
。
庁

舎
玄
関
前
で
市
議
会
議
員
、
市

職
員
ら
の
出
迎
え
を
受
け
た
後
、

庁
舎
４
階
大
会
議
室
に
て
市
議

会
議
員
、
市
幹
部
職
員
を
前
に
、

こ
の
度
の
宇
陀
市
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
、
多
く

の
市
民
の
皆
様
方
の
温
か

い
ご
支
援
に
よ
り
、
初
代

の
宇
陀
市
政
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、

そ
の
責
任
の
大
き
さ
を
痛

感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

本
市
は
、
県
下
12
番
目

の
市
と
し
て
１
月
１
日
よ

り
市
制
施
行
と
な
り
ま
し

た
が
、
旧
４
町
村
の
合
併

に
あ
た
り
ま
し
て
は
議
会

議
員
の
皆
様
を
初
め
と
し

た
関
係
各
位
と
と
も
に
市

民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理

解
と
ご
支
援
の
賜
物
と
厚

く
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
合
併
後
の
新
市

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
計
画

と
し
て
、
合
併
協
議
の
際

に
策
定
し
ま
し
た
「
新
市

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
で
は
、

ソ
フ
ト
及
び
ハ
ー
ド
の
両

面
に
わ
た
る
各
種
施
策
を

計
画
し
て
い
ま
す
が
、
市

民
の
皆
様
の
声
を
行
政
に

反
映
さ
せ
た
住
民
主
体
の

豊
か
で
住
み
良
い
夢
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
と
、

活
力
あ
る
市
の
発
展
に
全

力
を
傾
注
し
、
皆
様
の
ご

期
待
に
お
応
え
す
る
こ
と

が
私
を
信
任
し
て
い
た
だ

い
た
市
民
各
位
へ
の
恩
返

し
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

と
り
わ
け
、
自
然
環
境

と
生
活
環
境
を
保
全
す
る

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

宇
陀
市
長

前
田
禎
郎

当
選
の
喜
び
と
初
代
市
長
と
し

て
の
船
出
に
あ
た
り
、
合
併
協

議
会
で
確
認
さ
れ
た
「
新
市
ま

ち
づ
く
り
計
画
」
を
基
盤
と
す

る
住
み
よ
い
ま
ち
を
築
く
た
め
、

全
力
で
市
政
に
取
り
組
む
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
前
田
氏
の
市
長
就
任

に
あ
た
り
、
市
議
会
を
代
表
し

て
広
沢
市
議
会
議
長
が
、
職
員

を
代
表
し
て
岸
岡
教
育
長
が
、

そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
、
健
康
と
福

祉
向
上
の
ま
ち
づ
く
り
、

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
、
人
と
文
化
を
育
て
る

ま
ち
づ
く
り
、
農
林
業
と

商
工
業
の
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
、
市
民
と
行
政
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

実
現
の
た
め
に
精
魂
を
傾

け
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
行
財
政
改
革
に

つ
き
ま
し
て
も
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ

と
な
く
職
員
と
も
ど
も
一

丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

行
い
ス
リ
ム
化
を
図
る
と

と
も
に
、
限
り
あ
る
財
源

の
な
か
で
の
主
要
事
業
へ

の
重
点
配
分
と
各
種
施
策

へ
の
効
率
配
分
を
行
い
、

市
議
会
並
び
に
市
民
の
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
な
が
ら
各
種
施
策
の

実
現
の
た
め
に
全
力
で
市

政
執
行
に
取
り
組
む
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。





広報うだ　 ４

２
月
７
日
、
奈
良
市
春
日
野
荘
で

平
成
17
年
度
県
統
計
功
労
者
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
宇
陀
市
か
ら
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
知
事
表
彰

宮
北
和
重
さ
ん（
室
生
区
無
山
）

◆
農
林
水
産
大
臣
表
彰

山
岡
順
太
郎
さ
ん（
大
宇
陀
区
本
郷
）

岡
野
一
平
さ
ん（
榛
原
区
三
宮
寺
）

鈴
口
　
齋
さ
ん（
菟
田
野
区
下
芳
野
）

奈
良
県
統
計
功
労
者
表
彰

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

１
０
０
歳
の
長
寿

１
月
26
日
、
南
宇
陀
消
防
署
職
員
の

指
導
に
よ
る
避
難
訓
練
を
、
全
園
児

（
０
〜
５
歳
児
）が
参
加
し
て
行
い
ま
し

た
。毎

月
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
消
防
士
さ
ん
よ
り
「
静
か

に
早
く
避
難
で
き
ま
し
た
ね
。」
と
お

褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
３
〜
５
歳
児
は
、
起
振
車
に

乗
せ
て
も
ら
い
、
地
震
の
体
験
も
し
ま

し
た
。
子
供
た
ち
に
は
、「
机
の
下
に

頭
い
れ
や
！
」「
火
は
、
す
ぐ
消
す
ね

ん
で
！
」
と
体
験
を
と
お
し
て
感
じ
と

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

避
難
訓
練
を
実
施
！

大
宇
陀
幼
児
園

今
年
１
月
１
日
で
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
た
上
岡
イ
チ
ノ
さ
ん

（
大
宇
陀
区
拾
生
）と
、
１
月
９
日
で

同
じ
く
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

た
高
谷
チ
ヨ
さ
ん（
大
宇
陀
区
西
山
）

を
芳
岡
宇
陀
市
長
職
務
執
行
者
が
訪

問
、
誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

上
岡
さ
ん
、
高
谷
さ
ん
は
共
に
明

治
39
年
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
現
在

も
穏
や
か
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

▲上岡イチノさん▲高谷チヨさん

鈴口　齋さん 宮北和重さん山岡順太郎さん岡野一平さん

こ
の
た
び
、
稲
荷
自
治
会（
榛
原
区
）で
は
、（
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
宝
く
じ
助
成
金
を
受
け

て
、
秋
祭
り
当
日
に
着
用
す
る
法
被（
長
バ
ッ
チ
、

足
袋
、
帯
、
ハ
チ
マ
キ
を
含
む
）を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
普
及
宣
伝
と
行
政

区
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ィ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化

を
目
的
に
助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
活
性
化
を
ま
す
ま
す
進
展

さ
せ
、
当
自
治
会
の
活
性
化
、
世
代
間
交
流
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
秋
祭
り
に
は
よ
り
多
く
の
人
が

訪
れ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
助
成
金
で法被

を
購
入
！



５　広報うだ　２００６.３

２
月
９
日
、
日
頃
か
ら
ゴ
ミ
の
減

量
や
再
利
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
冨
家
　
健
さ
ん（
榛
原

区
天
満
台
東
）を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
大
宇
陀
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

で
「
奈
良
県
児
童
館
協
議
会
　
中
ブ

ロ
ッ
ク
実
技
研
修
会
」
を
行
い
ま
し

た
。実

技
研
修
会
で
は
、
冨
家
さ
ん
の

指
導
に
よ
り
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
利
用

し
た
「
絵
画
の
額
縁
」
製
作
を
行
い

ま
し
た
。

参
加
者
は
、
ア
イ
デ
ア
一
つ
で

「
ゴ
ミ
」
が
再
利
用
で
き
、
環
境
保

全
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
、
子
供

た
ち
に
伝
え
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

１
月
27
日
、
榛
原
町
商
工
会
館
で

宇
陀
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
合

併
契
約
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
印
式
で
は
、
各
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
理
事
長
に
よ
り
契
約
書
へ

の
署
名
が
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
大

宇
陀
町
・
菟
田
野
町
・
榛
原
町
・
室

生
村
の
各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
合
併
し
、
４
月
１
日
に
「
宇
陀
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
が
正
式

に
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

宇
陀
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
発
足
！

環
境
に
や
さ
し
く

心
に
潤
い
を
！

◆
各
種
大
会
結
果
◆

【
Ａ
組
】

優
　
勝

山
口
勝
巳
（
大
野
）

準
優
勝

前
川
幹
雄
（
ひ
の
き
坂
）

３
　
位

松
岡
孝
行
（
大
野
）

４
　
位

松
井
左
門
（
下
田
口
）

５
　
位

高
岡
　
進
（
大
野
）

【
Ｂ
組
】

優
　
勝

森
井
一
成
（
無
山
）

準
優
勝

峠
　
弘
文
（
室
生
）

３
　
位

大
林
勝
計
（
大
野
）

４
　
位

松
本
　
昇
（
下
田
口
）

５
　
位

中
南
教
一
（
大
野
）

な
お
、
市
内
の
囲
碁
会
と
の
交
流

も
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
室
生
区
大
野
　
広
森

瑛（
1
92
‐
２
２
５
６
）ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
月
４
日
、
天
満
台
東
公
民
館
で

「
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
決
起
集
会

（
代
表
　
川
本
国
昭
さ
ん
）」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
供
た
ち
を

取
り
巻
く
環
境
が
悪
化
す
る
な
か
、

何
か
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
、
東
榛
原
校
区
の
方
々
が
設

立
し
た
も
の
で
す
。

決
起
集
会
は
、
宇
陀
警
察
署
や
東

榛
原
小
学
校
の
方
々
を
招
き
、
ま
た

地
域
住
民
約
70
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
、
自
動
車
の
低
速
監
視
体
制
や

路
上
パ
ト
ロ
ー
ル
、
児
童
の
登
下
校

時
間
に
合
わ
せ
た
犬
の
散
歩
・
洗
濯

干
し
・
庭
掃
除
な
ど
、
住
民
に
負
担

が
少
な
い
な
か
で
も
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
防
犯
体
制
を
築
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
町
は

自
分
た
ち
で
守
ろ
う
！

●
大
宇
陀
町
体
育
協
会

第
５
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
１
月
22
日
開
催
）

【
団
体
の
部
】

１
位

８
支
部
ス
ー
パ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ

２
位

１
支
部
Ｄ

３
位

８
支
部
紅
一
点

【
個
人
の
部
・
男
子
】

１
位

萬
谷
吉
輝
（
８
支
部
）

２
位

宮
奥
昭
男
（
８
支
部
）

３
位

吉
岡
貞
典
（
１
支
部
）

【
個
人
の
部
・
女
子
】

１
位

口
西
和
代
（
８
支
部
）

２
位

小
林
　
操
（
８
支
部
）

３
位

松
岡
和
世
（
１
支
部
）

●
榛
原
町
体
育
協
会

第
18
回
新
春
綱
引
き
大
会

（
１
月
22
日
開
催
）

【
一
般
の
部
】

１
位

宇
陀
市
役
所
Ａ

２
位

宇
陀
市
役
所
Ｂ

３
位

ミ
サ
キ

【
小
学
生
の
部
】

１
位

大
王
ジ
ュ
ニ
ア
Ａ

２
位

榛
原
リ
リ
パ
ッ
ツ
Ｂ

３
位

大
王
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ

「まちのわだい」掲載記事募集中！

広報情報課では、「まちのわだい」の掲載記
事（地域のイベント、クラブ活動、ほのぼのと
した出来事など）を募集しています。
内容によっては掲載できない場合もありま

すので、詳しくは、広報情報課（182‐2121）
までお問い合わせください。

●
室
生
囲
碁
会
第
57
回
大
会

（
１
月
28
日
開
催
）

関
西
棋
院
室
生
支
部
に
よ
る
第
57

回
囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。



広報うだ　 ６

※
場
所
は
す
べ
て
お
は
な
し
の
部
屋

■
え
い
が
会

３
月
４
日（
土
）
午
前
11
時
〜

内
容

レ
オ
・
レ
オ
ニ
５
つ
の
お
話

■
お
は
な
し
会

★
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
（
０
〜
３
歳
）

３
月
14
日（
火
）・
28
日（
火
）

▽
１
回
目
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

15
分
▽
２
回
目
　
午
前
11
時
15
分
〜

11
時
45
分
（
２
回
と
も
同
内
容
）

★
ち
ゅ
ー
り
っ
ぷ
ひ
ろ
ば（
３
歳
〜
）

３
月
８
日（
水
）・
22
日（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜
３
時

★
た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば
（
５
歳
〜
）

３
月
８
日（
水
）・
22
日（
水
）

午
後
３
時
15
分
〜
３
時
45
分

★
お
は
な
し
ク
ラ
ブ

３
月
11
日（
土
）・
25
日（
土
）

▽
３
〜
５
歳
　
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
▽
６
〜
12
歳
　
午
前
11
時
15
分
〜

11
時
45
分

■
宇
陀
市
立
中
央
図
書
館

（
宇
陀
市
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
）

榛
原
区
萩
原
２
６
１
０
‐
１

1
82
‐
４
７
４
９

◎
３
月
休
館
日

６
・
13
・
20
・
21
・
27
日

■
宇
陀
市
立
大
宇
陀
図
書
館

（
宇
陀
市
文
化
会
館
２
階
）

大
宇
陀
区
拾
生
８
７
１

1
83
‐
０
９
７
７

◎
３
月
休
館
日

１
・
８
・
14
・

15
・
21
・
22
・
28
・
29
日

■
え
い
が
会

３
月
11
日（
土
）

午
前
の
部
　
午
前
10
時
〜

午
後
の
部
　
午
後
２
時
〜

対
象

２
歳
〜
小
学
校
低
学
年

場
所

１
階
研
修
室

内
容

▽
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス

「
ト
ー
マ
ス
と
さ
か
な
つ
り
」
他
▽

ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
「
さ
る
か
に

合
戦
／
た
の
き
ゅ
う
」

■
お
は
な
し
会

３
月
18
日（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

対
象

２
歳
〜
小
学
校
低
学
年

場
所

２
階
セ
ミ
ナ
ー
室

内
容

▽
お
は
な
し
「
ね
む
た
い
く

ま
さ
ん
」
▽
引
き
抜
き
変
身
シ
ア
タ

ー
「
二
ひ
き
の
カ
メ
レ
オ
ン
」
▽
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
！

大
宇
陀
図
書
館
行
事

中
央
図
書
館
行
事

■
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
in
笠
間

荒
井
館
長
と
ま
つ
ぼ
っ
く
り
少
年

少
女
合
唱
団
が
、
次
の
と
お
り
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時

３
月
25
日（
土
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

場
所

旧
笠
間
小
学
校
体
育
館

出
演

▽
荒
井
敦
子
（
音
楽
の
森
ふ

れ
あ
い
館
館
長
）
▽
ま
つ
ぼ
っ
く

り
少
年
少
女
合
唱
団
▽
音
楽
の
森

む
ろ
う
コ
ー
ラ
ス

入
場
料

無
料

■
東
大
寺
お
水
取
り
講
演
会

１
２
５
６
年
間
、
一
度
も
休
む
こ

と
な
く
続
く
、
東
大
寺
二
月
堂
「
修し
ゅ

二に

会え

」。
一
般
に
「
お
水
取
り
」
と

呼
ば
れ
、
奈
良
を
は
じ
め
と
す
る
関

西
地
方
に
春
を
呼
ぶ
行
事
と
し
て
有

名
で
す
。

そ
の
お
水
取
り
で
使
わ
れ
る
「
た

い
ま
つ
」が
笠
間
峠
を
通
る
こ
と
を
、

ま
た
東
大
寺
が
古
く
か
ら
笠
間
地
区

と
縁
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す

か
？
そ
の
東
大
寺
僧
侶
を
迎
え
て
次

の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

３
月
25
日（
土
）

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

※
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後

場
所

音
楽
の
森
　
ホ
ー
ル

講
演

講
師
　
上
司
永
照
師
（
東
大

寺
上
院
副
院
主
）

演
題
「
お
水
取
り
と
笠
間
の
地
」

入
場
料

８
０
０
円（
茶
・
菓
子
付
）

定
員

１
０
０
名

■
む
ろ
う
コ
ー
ラ
ス
参
加
者
募
集
！

昨
年
11
月
に
結
成
し
た
「
音
楽
の

森
む
ろ
う
コ
ー
ラ
ス
」
で
は
、
次
の

と
お
り
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。音

楽
療
法
士
で
も
あ
る
荒
井
館
長

の
歌
唱
指
導
で
、
心
身
と
も
に
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
日

毎
月
第
４
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所

音
楽
の
森

参
加
費

▽
前
期（
４
〜
９
月
）、
後

期（
10
〜
３
月
）と
も
２
５
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ

「
音
楽
の
森
ニ
ュ
ー
ス
」
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、「
音
楽
の
森
」
ま
た

は
室
生
地
域
事
務
所
ア
ー
ト
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
推
進
室
（
1
92
‐
２
０
０

１
）ま
で
。

『
音
楽
の
森
　
ふ
れ
あ
い
館
』
で

は
、
音
楽
活
動
を
通
じ
て
地
域
間
・

世
代
間
の
ふ
れ
あ
い
と
交
流
を
進

め
、
豊
か
な
自
然
の
な
か
「
音
楽
と

食
」
を
テ
ー
マ
に
ふ
る
さ
と
の
心
を

伝
え
よ
う
と
、
毎
月
楽
し
い
催
し
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

音
楽
の
森
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

室生地域事務所室生地域事務所

室生口大野駅

室生地域事務所

音楽の森 ふれあい館

名阪国道

至榛原区 至名張

近鉄大阪線

至名張県道都祁名張線

宇陀川

JAならけん

やまなみドーム

GS

や
ま
な
み
ロ
ー
ド 

県
道
吉
野
室
生
寺
針
線

針 小倉

●
室
生
区
上
笠
間
４
４
４
‐
１

1
97
‐
２
２
１
５

開
館
時
間
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日

毎
週
月
・
火
曜
日

■
影
絵
『
紙
ぶ
く
ろ
の
王
女
さ
ま
』

３
月
18
日（
土
）
２
回
公
演

１
回
目
　
午
前
10
時
30
分
〜

２
回
目
　
午
前
11
時
15
分
〜

定
員

40
名

当
日
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
各
回
公

演
の
30
分
前
に
入
場
券
を
配
布
し

ま
す
。
な
お
、
会
場
の
広
さ
が
限

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
子
供
優
先

と
し
ま
す
。



人生のなかでの思い出に残る品々、かけが
えのない自分だけの大切なものなどを展示。
展示期間 ３月27日（月）まで

あなたのお宝展
■展示ホール

●問い合わせ 183‐0977

■２月の休館日
１日・８日・14日・15日・21日・22日・28日・29日

話
題
の
新
刊
図
書

東京で裏稼業のコンサルタントをする
水原。彼女には、掟破りの島抜けをし
たという、誰にも言えない過去があっ
た－。迫り来る「地獄島の番人」。東京
裏社会を舞台に必死の逃亡劇がいま始
まる。『オール讀物』連載を単行本化。

「魔女の笑窪」
大沢在昌著

一般書

ぼくはお母さんにおこづかいアップを
訴えるのに、ポスターを作ってそれを
キッチンに貼ることにした。すると、
ぼくの頭のなかで「ことば」と「絵」
が意見を言い出した。どっちの方法が、
おこづかいアップに有効？

「絵くんとことばくん」
天野祐吉作　大槻あかね絵

児童書

野依小学校（大宇陀区）
児童５・６年生が各テー
マにそって製作した作品
を展示。
◆５年生テーマ『長島愛
生園と交流しよう』
40年間継続している国立ハンセン病療養所

「長島愛生園」との交流記録。
◆６年生テーマ『出会いや発見！大宇陀区』
大宇陀区の歴史や人物、特産物を１人１テ

ーマで調べた結果を紹介。
展示期間 ３月27日（月）まで

野依小学校児童作品展

今年も間もなく桜シーズンです。市文化会館では、宇陀の桜
をテーマにした作品（絵画、写真、俳句、短歌など）を次のとお
り募集しています。
展示期間 ４月６日（木）～５月７日（日）
展示場所 市文化会館展示ホール
作品搬入 ３月26日（日）までに文化会館へ搬入してください。
ただし作品は１人１点とします。

『 宇 陀 の 桜 』 作 品 募 集

市文化会館では、平
成18年度文化教室受講
生を、次のとおり募集
します。
各教室について詳し

くは、文化会館までお
問い合わせください。
申し込み期限
３月19日（日）

※定員になり次第、締
め切ります。

◆◆文化教室受講生募集◆◆

日 曜 催 し 物 案 内 主 催 者 時 間 対 象

4 土 私立しらゆり保育園
生 活 発 表 会

私立しらゆり保育園 午前9時
～11時30分 関 係 者

5 日 第20回「耳の日」
記 念 の つ ど い

（社）奈良県聴覚障害者協会 午後1時～4時 一 般
（有料）

23 木 生涯学習セミナー 大和宇陀モラロジー事務所 午後7時～9時 一 般
（有料）

24 金 生涯学習セミナー 大和宇陀モラロジー事務所 午後7時～9時 一 般
（有料）

25 土 生涯学習セミナー 大和宇陀モラロジー事務所 午後7時～9時 一 般
（有料）

26 日 民謡と唄の祭典 朝 乙 峰 民 謡
カラオケクラブ

午前9時30分
～午後5時

一 般
（無料）

■３月分かぎろひホール催し（２月７日現在）

７　広報うだ　２００６.３



広報うだ　 ８

大宇陀保健センター（1８３‐２２５５）

今年より各保健事業は、原則として住居区の保健センター（市民便利帳１２㌻地図参照）で受けて
ください。都合の悪い場合は、各区の保健センターにお問い合わせください。

（火） 

◎予防接種 

はしか 

風しん 

対象 

１２カ月～９０カ月
未満の児 

実施日 

７日 

受付時間 

午後１時～１時１０分 

午後１時１０分～ 
　　　　　１時３０分 

場所 
大
宇
陀
保
健 

　
セ
ン
タ
ー 

種類 

◎教室 

（金） 
（月） 

（金） 

お達者クラブ対象者：４０歳以上の人で、病気などで家から外出する 
機会が少なくなっている人（介護保険サービスを利用中の人は対象 
外です）。 

（金） 
お達者 
クラブ 

実施日・内容 
　３日　　・１０日 
１３日　　・１７日 
内容：体操・ゲームなど 

受付時間 

午後１時～ 
　１時３０分 

場所 

大宇陀保健
　センター 

教室名 

（リハビリ教室） 

菟田野保健センター（1８４‐９９２５）
◎予防接種 

三種混合 
（ＤＰＴ） 

ＢＣＧ 

対象 

３カ月～９０カ月未
満の児 

実施日 

８日 

受付時間 場所 
菟
田
野
保
健 

　
セ
ン
タ
ー 

種類 
午後１時２０分～ 
　　　１時３５分 
午後１時４５分～ 
　　　　　２時 

（水） 

榛原保健センター（1８２‐０９９８）

（金） 

（木） 

◎予防接種 

三種混合 
（ＤＰＴ） 

ＢＣＧ 

対象 
５カ月～９０カ月未満 
の児 
３カ月～６カ月未満 
の児 

実施日 
１０日 

２３日 

受付時間 

午後１時～ 
１時５０分 

場所 

榛 原 保 健
センター 

種類 

ぬく森の郷（1９２‐５２２０）

（木） 

（木） 

◎健（検）診 

乳児 
健康診査 

１歳６カ月
健診 

対象 
平成１７年５月・
６月・１１月・１２
月生れの児 

平成１６年７月・
８月・９月生れの
児 

実施日 

９日 

２日 

受付時間 

午後１時３０分
　　　　～２時 

場所 

ぬく森の郷 

健診名 

（火） 

◎健（検）診 

２歳児歯科 
健診 

対象 
平成１５年１２月～ 
平成１６年２月生まれ 

実施日 
１４日 

受付時間 
午後１時～ 
　１時３０分 

場所 
榛原保健 
　センター 

健診名 

大宇陀区 

菟田野区 

榛原区 

室生区 

実施日 ３月１４日（火） 受付：午後０時３０分～１時
場所 大宇陀保健センター
検診内容　

※いずれも２年に１回（昨年度受診者は受けられません）。
申し込み ３月３日（金）までに大宇陀保健センターへ

乳がん検診 

子宮頸部がん
検診 

内容 
診察・マンモグラ
フィ検査 
診察・組織診 

対象 
大宇陀区在住の 
４０歳以上の女性 
大宇陀区在住の 
２０歳以上の女性 

検診料 

１,５００円 

　８００円 

検診名 

◎教室 

介護者 
家族の会 

リハビリ
教室 

母親教室 

対象 

要介護認定で要支
援・要介護と認定
された人を介護さ
れている家族 

継続して教室を 
受講されている人 
妊娠３～８カ月の
妊婦およびその配
偶者 

実施日 

１７日 

２７日 

　３日 
１０日 
１８日 

開催時間 

午後１時３０分　
　　～３時３０分 

午前１０時～正午 

午後１時～３時３０分 
午前９時３０分～正午 
午後１時～３時３０分 

場所 

榛
原
保
健 

　
セ
ン
タ
ー 

教室名 

（金） 
（金） 
（土） 

（月） 

（金） 

◎教室 

※①の時間は午前１０時３０分～午後１時３０分、②は午後１時３０分～ 
３時３０分、場所はぬく森の郷です。 

（月） 

（月） 

①すっきり 
ライフのつどい 
②運動の
つどい 

対象・内容 
対象：糖尿病・高血圧・高脂血症が気になる人 
テーマ「具体的にどう食べるか糖尿食」 
対象：運動しようと思う人はどなたでも 
内容：筋力アップ運動・有酸素運動など 

実施日 

２０日 

２０日 

教室名 

◎検診

◆献血にご協力をお願いします◆

平成１８年度の健診のご案内・申し込みなどは
広報「うだ」４月号でお知らせします。

４月から大宇陀区・菟田野区の
健診・予防接種の一部を合同で実施します
平成１８年４月から、大宇陀区・菟田野区の乳幼児健

診は菟田野保健センターで、乳幼児予防接種の一部（Ｂ
ＣＧ・三種混合）は大宇陀保健センターで実施します。
実施場所については「平成１８年度の年間保健カレン

ダー」（４月号広報折り込み）で十分にご確認の上お越
しください。

Y大宇陀保健センター、菟田野保健センター

日時　３月３日（金） 午後１時３０分～３時３０分
場所　菟田野保健センター
対象 菟田野区民の人
内容 室内体操、レクリエーションなど
申し込み　３月２日（木）までに菟田野保健センターへ

チャレンジうたの２１
いきいき運動講座③参加者募集

３月１５日（水）、下記の場所で献血を行います。

午前１０時～午後１時 
午後２時～３時３０分 
午前１０時～正午 

場所 
宇陀市中央公民館 
（旧大宇陀町中央公民館） 
菟田野地域事務所 

時間 

※個人へのご案内はいたしませんのでご了承ください。





広報うだ　 １０

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
・
水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

教
室
受
講
生
募
集

ア
ク
ア
グ
リ
ー
ン
榛
原
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル

募
集
コ
ー
ス

下
表

場
所

室
内
温
水
プ
ー
ル

受
講
料

●
成
人
　
１
カ
月
４,
６
２
０
円

（
月
４
回
消
費
税
込
み
）

●
幼
児
・
児
童
・
生
徒
　
１
カ
月

４,
２
０
０
円
（
月
４
回
消
費
税

込
み
）

そ
の
他

年
間
諸
経
費
（
１,
０
０

０
円
）
と
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

料
（
成
人
は
１,
５
０
０
円
、

幼
児
・
児
童
・
生
徒
は
５
０
０

円
）
が
必
要

※
受
講
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
し
込
み
は
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

日
時

毎
週
木
曜
日
　
午
後
７
時

〜
８
時

場
所

室
内
温
水
プ
ー
ル

対
象

16
〜
65
歳
の
男
女

①成人 
午前１１時～正午 
②幼児・児童 
午後３時３０分～４時３０分 
③児童・生徒 
午後４時３０分～５時３０分 
④児童・生徒 
午後５時３０分～６時３０分 

月 

● 

● 

● 

● 

水 

― 

● 

● 

● 

木 

● 

● 

― 

● 

金 

― 

● 

― 

● 

土 

● 

― 

― 

― 

コース・時間 

・成人は、１６歳～６５歳の男女です。 
・幼児・児童・生徒は、３歳～１５歳の男女です。
・④は、ある程度泳力のある人が対象です。 

宇
陀
市
室
内
温
水
プ
ー
ル
（
1
８２
‐
２
２
０
０
）

華
道
教
室

期
間
な
ど
　
４
月
〜
翌
年
３
月

﹇
池
坊
﹈\

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

午
後
６
時
〜
８
時

﹇
小
原
流
﹈\

毎
月
第
１
・
３
土
曜

日
　
午
前
10
時
〜
正
午

﹇
未
生
流
﹈\

毎
月
第
１
・
３
木
曜

日
　
午
後
６
時
〜
８
時

﹇
山
村
御
流
﹈\

毎
月
第
２
・
４
土

曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

市
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー

講
師

榛
原
区
文
化
協
会
　
華
道

部
員

受
講
料

２
千
円
（
花
代
は
別
途
）

募
集
人
数

各
流
派
10
名
程
度

（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

染
花
（
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
）
教
室

期
間
な
ど

４
月
〜
翌
年
３
月

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

市
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー

受
講
し
ま
せ
ん
か

華
道
・
染
花
（
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
）
教
室

講
師

多
賀
初
子
氏

受
講
料

２
千
円
（
材
料
費
は
別

途
）

募
集
人
数

５
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

い
ず
れ
も
３
月
６
日

（
月
）
か
ら
12
日
（
日
）
ま
で

の
期
間
（
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
／
火
曜
日
休
館
）
に
市
榛
原

総
合
セ
ン
タ
ー
へ

※
申
込
用
紙
は
総
合
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。

Y
宇
陀
市
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー

（
1
82
‐
３
３
７
７
／
火
曜
日
、

祝
日
休
館
）

受
講
料

１
カ
月
６,
３
０
０
円

（
月
４
回
消
費
税
込
み
）

そ
の
他

年
間
諸
経
費
（
１,
０
０

０
円
）
と
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

料
（
１,
５
０
０
円
）
が
必
要

申
し
込
み

い
ず
れ
も
３
月
６
日

（
月
）
〜
20
日
（
月
）（
火
曜
日

は
休
館
）
の
間
に
、
受
講
料
１

カ
月
分
、
経
費
、
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
料
を
持
参
し
、
室
内
温

水
プ
ー
ル
受
付
で
指
定
の
申
込

用
紙
に
記
入
、
押
印
し
提
出

※
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
受
講
生

の
場
合
は
、
翌
月
か
ら
の
受
講
料

引
き
落
と
し
の
た
め
、
銀
行
印
と

指
定
口
座
番
号
が
必
要
で
す
。

■
華
道
教
室
作
品
展
示
会

華
道
教
室(

４
流
派)

受
講
生
の
皆
さ

ん
の
作
品
展
を
行
い
ま
す
。
各
先
生

方
の
ご
指
導
の
も
と
、
精
進
さ
れ
、

美
し
い
花
々
を
風
雅
の
香
り
と
と
も

に
活
け
込
ま
れ
た
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
最
終
日
に
は
点

茶
会
（
先
着
50
名
様
）
を
催
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
１０
日（
金
）〜
１２
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

市
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー

Y
市
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
1
82
‐
３
３
７
７
）

■
染
花
教
室
作
品
展
示
会

染
花
教
室
受
講
生
の
皆
さ
ん
の
作

品
展
を
行
い
ま
す
。
受
講
生
の
皆
さ

ん
が
工
夫
と
技
巧
を
凝
ら
し
て
自
然

の
花
々
に
負
け
な
い
造
形
美
を
ア
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
華
や

か
さ
と
細
や
か
さ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
月
24
日
〜
26
日
に
は
体
験
コ
ー

ナ
ー
（
実
費
３
０
０
円
）
を
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
１７
日（
金
）〜
２６
日（
日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所

宇
陀
市
ふ
れ
ｉ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
榛
原
駅
北
側
ロ
ー
タ
リ
ー
）

Y
（
財
）
榛
原
町
文
化
体
育
事
業
団

事
務
局
（
1
82
‐
０
５
１
１
）

文
化
体
育
事
業
団
主
催

◆
教
室
展
示
会
の
案
内
◆

宇
陀
市
室
内
温
水
プ
ー
ル
・
榛
原
グ
リ
ー
ン
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
は
、４
月
か
ら
１０
月
末
ま
で
休
館
日
な
し
で
営
業
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
特
別
指
定
す
る
日
は
除
く
。

皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

榛
原
町
文
化
体
育
事
業
団
主
催
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◆菟田野区・榛原区の小学校・幼稚園で閉校式

◆菟田野小学校開校セレモニー
４月に開校される菟田野小学校で、高石ともやさん

（フォークシンガー）を招いてセレモニーを行います。

日時 ３月１４日（火） 午前10時～
場所 宇陀市立菟田野小学校
Y 菟田野地域教育事務所教育総務課

４月から再編される菟田野区・榛原区の小学校、幼稚
園で次のとおり閉校式、閉園式が行われます。
なお、会場は、各小学校、幼稚園です。

なお、地域実行員会や保護者による記念行事が次のと
おり予定されていますので、ご紹介します。

東榛原小学校 
大王小学校 
伊那佐小学校 
内牧小学校 

宇太小学校 
宇賀志小学校 
下芳野小学校 

東榛原幼稚園 
大王幼稚園 
伊那佐幼稚園 
内牧幼稚園 

式典名 

閉校式 

閉園式 

日時 

３月２０日（月） 
　午前１１時～１１時３０分頃開始 
（卒業式・修了式後に予定して
いるため、開始時間は変動しま
す） 

３月１５日（水） 
　午前１０時３０分～１１時頃開始 
（卒園式の後に予定している
め、開始時間は変動します） 

校園名 

榛
原
区 

榛
原
区 

菟
田
野
区 

「内牧幼稚園お別れ会」 

「ありがとう内牧小学校」 

「伊那佐幼稚園・伊那佐小学校お
別れ会」 

日時 
３月５日（日）
午前９時～ 
３月１２日（日）
午前９時３０分～ 
３月２０日（月）
午後１時～ 

会場 

内牧幼稚園 

内牧小学校 

伊那佐小学校 

記念行事名 

幼稚園・小学校の催し 
★ 

★ 

国 民 健 康 保 険

国民健康保険被保険者証の有効期限は、３月３１日
です。新しい被保険者証は３月中旬に配達記録郵便で
郵送します。配達されたら、記載内容に間違いがない
かを確認の上、使用してください。
なお、国民健康保険税を滞納している世帯には、納

税相談の上、有効期限の短い短期保険証を交付させて
いただく場合がありますので、ご了承ください。また、
有効期限の切れた被保険者証は市役所または、地域事
務所にお越しの際にお戻しください。

国民健康保険被保険者証を更新します
●新しい被保険者証を更新します

●被保険者証がもう１枚必要な場合
被保険者証は１世帯１枚が原則です。しかし、修学

により世帯を離れたり、旅行や出張、長期にわたり住
所を離れたりして、もう一枚被保険者証が必要な場合、
申請により または の被保険者証を交付します。
【手続きに必要なもの】
持ち物 国民健康保険被保険者証、在学証明書

（ の場合）
申請先 各地域事務所（国民健康保険担当課）

国民健康保険は、加入者がお金（保険税）を出し合
い、お互いに助け合うことで、病気やケガをしたとき
にかかった費用（医療費）の一部を負担するだけで安
心して医療を受けられるしくみになっています（下図
参照）。
そのため、私たちが納める保険税は、国保を支える

貴重な財源です。保険税を納めない人がいると、国保
の運営に大変支障をきたします。保険税を忘れずに納
期限までに納めてください。

国
な
ど
か
ら
の
補
助 

国保連合会 
（審査委員会） 

市区町村 
（保険者） 

医療機関 
（保険医） 

加入者 
（被保険者） 

①診療 ①診療 

②医療費（自己負 
　担分）の支払い 
②医療費（自己負 
　担分）の支払い 

保険証の交付 

保険税の納付 

③医療費の請求 ③医療費の請求 

④審査結果 
　の報告 
④審査結果 
　の報告 

⑤国保連合会を通じ 
　て医療費の支払い 
⑤国保連合会を通じ 
　て医療費の支払い 

宇陀市立病院から
（1８２‐０３８１）

http://www.udacity-hp.jp

【小児科よりお知らせ】
県内の小児科医師の不足などにより、

平成１８年４月から宇陀市立病院の小児科
常勤医師が２人から１人になります。
それにともない、診療業務などが下記

のとおりとなります。市民の皆さまには
大変ご不便をおかけしますが、ご了承く
ださい。
①外来診察担当医が下表のとおり変更に
なります。
②入院患者の回診などで、外来診察の開
始時間が少し遅れることもあります。

診　　察 

慢性外来 

予防接種 

乳児検診 

月 

鈴木 

 

鈴木 

鈴木 

火 

岸本 

鈴木 

 

 

水 

鈴木 

 

 

 

木 

辰巳 

鈴木 

 

 

金 

辻村 

 

 

 

土 

鈴木 

 

 

 

（１・３・５週） 

（午後３時～） 

（午後３時～） 

（午後３時～） 

小児科診察表 
（平成１８年４月１日～） 

※慢性外来、予防接種および乳児検診は予約制です。 
乳児検診も予約制に変わりましたのでご注意ください。 
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税務課からのお知らせ　　　Y 宇陀市税務課

納期限は２月２８日（火）でした。
納付がまだの人は早めに納めてください。

納期限忘れていませんか

●固定資産税（第４期分）
●介護保険料（第８期分）

●国民健康保険税
（第８期分）

毎年４月１日現在の所
有者に軽自動車税を課税
しますので、次の人は３
月中に廃車の手続きを行
ってください。
●譲渡、スクラップなど
により、軽自動車やバイ
クを所有しなくなった人
●紛失、盗難などにより、
軽自動車やバイクを所有しなくなった人
※個人同士の売買などで、廃車・名義変更の手続
きをしていないと、引き続き課税されますのでご
注意ください。

【廃車の手続き場所】
●原動機付自転車（１２５'以下の車両）

\宇陀市の各地域事務所
●軽二輪車（１２５'超～２５０'以下）

\県軽自動車協会（1０７４３‐５８‐３７００）
●二輪小型車（２５０'超）

\近畿運輸局奈良運輸支局
（1０５０‐５５４０‐２０６３）

●軽自動車（３・４輪）
\軽自動車検査協会奈良事務所
（1０７４３‐５８‐３０１８）

※提出書類などは事前に確認してください。

軽自動車・バイクの
廃車届は３月中に

固定資産の縦覧

固定資産税納税者は、次の期間、無料で縦覧
（平成１８年度固定資産課税台帳・縦覧帳簿）がで
きます。
縦覧期間 ４月３日（月）～５月３１日（水）
（土・日曜日、祝日を除く午前８時３０分～午後
５時１５分）
場所 宇陀市役所　税務課
縦覧できる人
【固定資産課税台帳】
・所有者本人、同居親族、納税義務者本人
・借地・借家人（対象物件のみ）
【縦覧帳簿】
・宇陀市内に土地・家屋を所有する固定資産税の
納税者（宇陀市内に土地・家屋をお持ちでも固
定資産税が課税されていない人は対象外）
※同時に従来からの閲覧も行っています。
持ち物 印かん、本人であることが確認できるも
の（第３者は本人の委任状が必要）
※なお、課税明細については５月に納税通知書と
同時に送付します。

毎年３月末は、企業の決算期や自動車税の賦課
期日の終期などによる影響を受け、自動車の検
査・登録の各種申請が集中し申請窓口が大変混雑
します。
この期間に申請すると皆さんに長時間お待ちい

ただくなど、ご迷惑をおかけすることが予想され
ます。このような状況を緩和するため、また、比
較的短時間で登録申請するため、自動車の移転登
録（名義変更）や抹消登録（廃車）などの各種手
続きはできるだけ早期に済ませてください。

自動車の移転登録や抹消登録などの
各種手続きは早期に済ませましょう

検査・登録の手続き案内は、ヘルプデスク（０
５０‐５５４０‐２０６３）で、開庁日の午前８時３０分
～午後５時は、オペレーターが対応し、音声案内
は２４時間ご利用になれます。
また、近畿運輸局ホームページ「http://www.
kkt.mlit.go.jp/」を開設して、各種申請手続き案
内を掲載していますのでご利用ください。

近畿運輸局奈良運輸支局から

確定申告は 3 月15 日（水）までです。
忘れずに申告しましょう。
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旧
町
村
の
印
鑑
登
録
証
を
お
持
ち
の
方
へ

宇
陀
市
の
印
鑑
登
録
証
と
交
換
し
ま

す
の
で
、
各
地
域
事
務
所
の
市
民
課
か

市
民
環
境
課
ま
で
旧
登
録
証
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
４
地
域
事
務
所
ど
こ
で
も

交
換
で
き
ま
す
。

な
お
、代
理
人
が
来
ら
れ
る
場
合
は
、

代
理
人
の
印
か
ん
（
認
印
）
を
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

本
人
届
け
出
で
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
が
な
い
場
合
お
よ
び
代
理
人

届
け
出
の
場
合
は
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
印
鑑
登
録
証
を
交
付
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

住
所
地
に
「
照
会
書
」
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
届
き
し
だ
い
必
要
箇
所

に
記
入
・
押
印
し
、
１
ケ
月
以
内
に
登
録
申
請
を
届
け
出
た
窓
口
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
本
人
の
場
合
は
登
録
す
る
印
か
ん
と
健
康
保

険
証
な
ど
を
、
代
理
人
の
場
合
は
代
理
人
の
印
か
ん
（
認
印
）、
代
理
人
の

本
人
確
認
が
で
き
る
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
、
登
録

者
の
健
康
保
険
証
な
ど
も
一
緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
印
か
ん
の
登
録
は
無
料
で
す
が
、
再
登
録
（
旧
登
録
証
を
紛
失
し
た
と

き
）
は
５
０
０
円
必
要
で
す
。

Y

宇
陀
市
市
民
生
活
課

墓
地
申
し
込
み
受
付
中
！

市
営
赤
人
霊
苑

当
霊
苑
で
は
、
永
代
使
用
の
申

し
込
み
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
永
代
使
用
料
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

墓
地
使
用
で
き
る
人

宇
陀
市
に

住
所
、
本
籍
、
縁
故
ま
た
は
墓

地
の
い
ず
れ
か
を
有
し
て
い
る

人
で
、
世
帯
主
ま
た
は
、
戸
籍

筆
頭
者
に
限
ら
れ
ま
す

※
詳
細
は
、
榛
原
地
域
事
務
所

環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１
２
６
０
０
０
円 

２
聖
地 

２
５
２
０
０
０
円 

４
聖
地 

５
０
４
０
０
０
円 

Ｂ 

１
３
８
０
０
０
円 

２
聖
地 

２
７
６
０
０
０
円 

３
聖
地 

４
１
４
０
０
０
円 

４
聖
地 

５
５
２
０
０
０
円 

Ａ 

１
５
０
０
０
０
円 

２
聖
地 

３
０
０
０
０
０
円 

４
聖
地 

６
０
０
０
０
０
円 

等
級 

１
聖
地
使
用
料 

区
画
数 

１
区
画
当
り
使
用
料 

Ｃ 

, , ,,,,,

,,,

市営赤人霊苑 

市営赤人霊苑への臨時送迎バスを運行します。お墓参り
を予定している人は、ご利用ください。
※道路状況などにより、運行予定時間が多少遅れることが
あります。 （榛原地域事務所　環境課）

福　　地 → ひのき坂 → 天満台西 → 天満台東 → 赤人霊苑
（バス停） （古墳公園信号前）（天満台グラウンド前）（天満台東公民館前）

【１回目】
８：００ → ８：０５ → ８：１５ → ８：２０ → ８：４０
１０：１０ ← １０：０５ ← ９：５５ ← ９：５０ ← ９：３０
【２回目】
１０：１５ → １０：２０ → １０：３０ → １０：３５ → １０：５５
１２：２５ ← １２：２０ ← １２：１０ ← １２：０５ ← １１：４５
【３回目】
１３：３０ → １３：３５ → １３：４５ → １３：５０ → １４：１０
１５：４０ ← １５：３５ ← １５：２５ ← １５：２０ ← １５：００

臨時送迎バスを運行します

駅　　北 → あかね台 → 市 役 所→ 旧 役 場 → 赤人霊苑
（ふれｉギャラリー前）（コミュニティセンター前） （玄関前） （玄関前）

【１回目】
８：００ → ８：０５ → ８：１５ → ８：２０ → ８：４０
１０：１０ ← １０：０５ ← ９：５５ ← ９：５０ ← ９：３０
【２回目】
１０：１５ → １０：２０ → １０：３０ → １０：３５ → １０：５５
１２：２５ ← １２：２０ ← １２：１０ ← １２：０５ ← １１：４５
【３回目】
１３：３０ → １３：３５ → １３：４５ → １３：５０ → １４：１０
１５：４０ ← １５：３５ ← １５：２５ ← １５：２０ ← １５：００

３月２１日（火）
【春分の日】

【行　程】

●
代
理
権
授
与
通
知
書
（
委
任
状
） 

●
登
録
す
る
印
か
ん 

●
代
理
人
の
印
か
ん
（
認
印
） 

本
人 

●
登
録
す
る
印
か
ん 

●
本
人
確
認
が
で
き
る
官
公
署
発
行
の
顔
付
き
の
身
分
証
明
書 

（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な

届
け
出
す
る
人 

持
参
す
る
も
の 

代
理
人 

◆
永
代
使
用
料

●
印
鑑
を
登
録
す
る
と
き
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公
用
車
（
元
消
防
小
型
動
力

ポ
ン
プ
積
載
車
）

公
売

次
の
元
消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ

積
載
車
（
１
台
）
を
公
売
し
ま
す
。

希
望
者
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

車
両

元
消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ

積
載
車
（
ニ
ッ
サ
ン
　
昭
和
60

年
式
／
車
検
　
平
成
19
年
２
月

21
日
ま
で
）

公
売
条
件

・
車
両
の
名
義
変
更
、
車
体
の
文

高萩台自転車駐車場をご利用ください
近鉄榛原駅北側にある高萩台自転車駐車場は、自転車と

２５０'以下のバイクの駐車が可能となっています。
利用料金と利用時間は

次のとおりです（休業日
は１月１日のみ）。
Y高萩台自転車駐車場（1

８２‐５５７５）か、榛原地
域事務所　維持管理課

 
自転車などの種類 
自転車 
原動機付自転車・９０'

以下のバイク 

９０'超～２５０'以下の
バイク 

一時使用 

１５０円 

２３０円 

２５０円 

定期使用 
１カ月 

一般 
２，２００円 

３，５００円 

３，８００円 

学生 
２，０００円 

３カ月 
一般 

６，３００円 

１０，０００円 

１０，８００円 

学生 
５，７００円 

使用区分 

（１日１回） 

※身体障害者、生活保護受給者の定期使用は上記金額の半額です。また、利 
用できる時間は、午前５時から翌午前０時３０分までです。 

字
削
除
は
、
落
札
者
が
行
う
こ
と

・
購
入
決
定
後
、
２
週
間
以
内
に

現
金
で
出
納
室
に
納
め
る
こ
と

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

３
月

17
日
（
金
）
ま
で
に
、
封
書
の

表
に
朱
書
で
「
入
札
書
在
中
」

と
明
記
し
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
購
入
希
望
金
額
を
記
入

の
上
、
〒
６
３
３
‐
２
１
９
２

大
宇
陀
区
迫
間
25
番
地
　
大
宇

陀
地
域
事
務
所
　
企
画
総
務
課

へ

◎
市
農
業
委
員
会
委
員

（
任
期
１
月
１
日
〜
７
月
19
日
）

会
　
長

西
岡
　
清
　
（
大
宇
陀
区
野
依
）

副
会
長

古
川
　
信
雄
（
榛
原
区
自
明
）

下
村
　
雅
清
（
室
生
区
上
笠
間
）

委
員東

谷
　
博
　
（
大
宇
陀
区
調
子
）

羽
川
　
幸
賢
（
大
宇
陀
区
栗
野
）

大
森
　
勲
　
（
大
宇
陀
区
五
津
）

濱
田
　
全
彦
（
大
宇
陀
区
黒
木
）

森
田
　
義
雄
（
大
宇
陀
区
本
郷
）

的
場
　
寛
　
（
大
宇
陀
区
宮
奥
）

田
中
　
克
久
（
大
宇
陀
区
才
ケ
辻
）

谷
田
弥
三
郎
（
大
宇
陀
区
守
道
）

東
山
　
晃
夫
（
大
宇
陀
区
中
庄
）

片
岡
　
國
郎
（
大
宇
陀
区
田
原
）

芳
岡
　
利
雄
（
大
宇
陀
区
白
鳥
居
）

北
岡
　
正
義
（
大
宇
陀
区
春
日
）

北
村
　
好
章
（
大
宇
陀
区
黒
木
）

霜
永
　
善
之
（
大
宇
陀
区
麻
生
田
）

松
尾
　
文
隆
（
大
宇
陀
区
東
平
尾
）

井
岡
　
康
夫
（
菟
田
野
区
見
田
）

松
田
　
克
美
（
菟
田
野
区
東
郷
）

西
田
　
勇
　
（
菟
田
野
区
別
所
）

山
本
　
晴
夫
（
菟
田
野
区
平
井
）

松
窪
　
敬
憲
（
菟
田
野
区
佐
倉
）

山
本
　
歓
一
（
菟
田
野
区
大
神
）

大
神
　
傳
龍
（
菟
田
野
区
大
澤
）

貝
本
　
忠
民
（
菟
田
野
区
松
井
）

尾

良
夫（
菟
田
野
区
上
芳
野
）

吉
田
　
弘
　
（
菟
田
野
区
宇
賀
志
）

小
泉
　
和
成
（
菟
田
野
区
下
芳
野
）

薄
木
　
輝
雄
（
菟
田
野
区
稲
戸
）

新
　
　
重
信
（
榛
原
区
額
井
）

上
谷
　
元
昭
（
榛
原
区
赤
瀬
）

大
西
　
寅
三
（
榛
原
区
八
滝
）

北
口
明
治
郎
（
榛
原
区
萩
原
）

久
保
田
常
三
郎
（
榛
原
区
桧
牧
）

田
中
　
伸
彦
（
榛
原
区
下
井
足
）

辻
本
　
博
　
（
榛
原
区
比
布
）

中
森
靖
紀
郎
（
榛
原
区
内
牧
）

西
岡
　
美
彦
（
榛
原
区
栗
谷
）

西
田
辰
三
郎
（
榛
原
区
萩
原
）

森
本
　
文
男
（
榛
原
区
雨
師
）

山
田
　
博
夫
（
榛
原
区
山
路
）

藤
井
　
一
三
（
室
生
区
大
野
）

稲
垣
　
正
一
（
室
生
区
三
本
松
）

井
戸
上
正
三
（
室
生
区
向
渕
）

中
井
　
雅
朗
（
室
生
区
大
野
）

山
森
　
賢
二
（
室
生
区
多
田
）

奥
谷
　
暢
充
（
室
生
区
下
笠
間
）

岩
本
　
博
元
（
室
生
区
黒
岩
）

山
口
　
武
夫
（
室
生
区
三
本
松
）

倉
本
　
忠
博
（
室
生
区
向
渕
）

奥
田
　
之
男
（
室
生
区
砥
取
）

井
野
谷
文
一
（
室
生
区
西
谷
）

宮
部
　
博
夫
（
室
生
区
無
山
）

奥
村
　
善
司
（
室
生
区
小
原
）

野
尻
　
耕
　
（
室
生
区
下
田
口
）

◎
奈
良
県
農
業
協
同
組
合
推
薦
者

（
任
期
１
月
13
日
〜
７
月
19
日
）

副
会
長

森
本
　
猛
（
菟
田
野
区
岩
崎
）

◎
宇
陀
市
農
業
共
済
組
合
推
薦
者

（
任
期
１
月
13
日
〜
７
月
19
日
）

井
本
昇
太
郎
（
菟
田
野
区
入
谷
）

◎
大
和
高
原
南
部
土
地
改
良
区
推
薦
者

（
任
期
１
月
13
日
〜
７
月
19
日
）

芳
岡
　
一
夫
（
大
宇
陀
区
山
口
）

◎
議
会
推
薦
者

（
任
期
１
月
18
日
〜
７
月
19
日
）

中
山
　
一
夫
（
大
宇
陀
区
五
津
）

畑
山
　
太
良
（
菟
田
野
区
宇
賀
志
）

竹
内
　
幹
郎
（
榛
原
区
上
井
足
）

岩
本
　
忠
士
（
室
生
区
龍
口
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

宇
陀
市
農
業
委
員
６３
人
が
決
ま
り
ま
し
た

榛原駅 

マンション 

マ
ン
シ
ョ
ン 

ふれｉギャラリー 

高萩台自転車 
駐車場（地下） ▲ 

Ｎ 

入口 入口 

バス乗場  

至桜井 至室生 

《
お
知
ら
せ
》

農
地
法
に
係
る
各
種
申
請
・

届
出
に
関
す
る
こ
と
や
各
種
証

明
書
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
宇

陀
市
農
業
委
員
会
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
各
種
申
請
・
届
出

の
受
付
期
間
は
毎
月
20
日
〜
30

日
で
す
。

Y
宇
陀
市
農
業
委
員
会
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大宇陀区子育て支援室
（大宇陀幼児園内／1８３‐３５１１）
●親子教室「にじの広場」（大宇陀区限定）
【３月の予定】（最終回）

ぶどう 
マスカット 
みかん 
いちご 
さくらんぼ 

日程 

　７日（火） 

１５日（水） 

１６日（木） 

内容 

お別れ会 

交流会 

交流会 

場所 

子育て 
支援室 

グループ 

榛原区子育て支援センター
さくらんぼひろば
（榛原北保育園内／1８２‐１１４３／
子育て支援センター1８２‐１５５５）

●子育て支援室開放日
子育て支援室の開放日は、どなたで

も参加できます。親子でお友達をつく
り、楽しく子育てしましょう。
日時 ３日（金）・８日（水）・１７日（金）

午前９時３０分～１１時３０分
場所 子育て支援室

情報交換、友達づくり、親子触れ合
いの場として気軽にご参加ください。
日時 ３月１５日（水）

午前１０時～１１時３０分
場所 子育て支援センター
内容 仲良く遊ぼう、身体計測、自由
遊び、相談（希望者）など

対象 ０歳～就園前の乳幼児とその保
護者

持ち物 母子健康手帳
定員 １５組（先着順）
申し込み ３月６日（月）から榛原北保育
園か子育て支援センターへ（午前９
時～午後４時）

菟田野区子育て支援室
“キッズ”（菟田野保育所内／1８４‐
３５８６）
【３月の予定】
みんなで情報交換しながら一緒に子

育てしていきましょう。

７日

（火） 

１６日

（木） 

内容 

わくわくランド 
◎ひな祭りパーティー
（ちらし寿司つくり） 
エプロンと三角きん持
参（材料費は当日徴収） 

キッズふれあい広場 
◎お別れ会 
１年間の反省と今後の活
動内容について、みんな
で話し合いましょう。 

場所 

保健 
センター 

菟田野 
　保育所 

日程 

※時間は午前１０時～１１時３０分です。 
●一時保育を申し込まれる時には、希
望される日の２日前にお願いします。
保育時間 午前８時～午後５時まで

◆
現
行
の
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は

次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
◆

福
祉
サ
ー
ビ
ス

精
神
障
害
者
通
院
医
療
、

更
生
医
療
、
育
成
医
療

●
障
害
の
種
別
（
身
体
・
知
的
・

精
神
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
障
害

の
あ
る
人
々
が
必
要
と
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

仕
組
み
を
一
元
化
し
ま
し
た
。

●
区
分
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
が
公

平
に
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の

障
害
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
、
審
査
会
で
診
査
さ

れ
ま
す
。

●
医
療
機
関
利
用
者
は
、
原
則
１

割
の
利
用
者
医
療
費
負
担
が
か

か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
に

応
じ
た
上
限
月
額
が
定
め
ら
れ

宇陀市善意銀行に次の方々から預託いただきまし
た。厚くお礼申し上げます。 （敬称略）

●大宇陀町女性の会……………………１０,０００円
●中央女性の会（大宇陀区）……………５,３４７円
●大宇陀中学校第十五回卒業生一同

……………５８,０００円
●菟田野町職員親睦会…………………３４,９４１円
●榛原町課長補佐会………………………１,９１８円
●はぎあかり実行委員会（榛原区）……６,４３７円
●青龍寺（榛原区）…………………… ５０,０００円
●榛原町職員互助会……………………６１,６１８円
●匿名（１１件）…………………………５９,２３６円

Y宇陀市社会福祉協議会（1８４‐４１１６）

●
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
量
に
応
じ

て
原
則
１
割
の
利
用
者
負
担
が

か
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得

に
応
じ
た
上
限
月
額
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

※
新
サ
ー
ビ
ス
体
系
は
、
み
な
し

期
間
を
設
け
て
お
り
10
月
か
ら
変

更
さ
れ
ま
す
が
、
利
用
者
負
担
は

４
月
か
ら
変
更
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

対
象
者
に
は
、
各
施
設
な
ど
に
封

書
で
手
続
き
の
案
内
を
し
て
い
ま

す
。

Y
市
民
福
祉
課
ま
た
は
、
各
地
域
事

務
所
（
大
宇
陀
区
・
菟
田
野
区
・
榛

原
区
は
福
祉
課
、
室
生
区
は
保
健
福

祉
課
）

※
電
話
番
号
は
広
報
紙
裏
面
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

人事異動
■次長級
市民環境部次長［環境対策担当］ 山口隆次（市民環境

部次長［環境対策課長事務取扱］）
■課長級
市民環境部環境対策課長　森井清秀（榛原地域事務所環

境課主幹）
■主任級
企画調整部企画調整課付　桜井宇陀広域連合事務局派遣

田村至（榛原地域事務所企画総務課付 文化体育事業団派遣）

▲
▲

▲

善 意 銀 行  

２月１日付　（ ）内は旧職



広報うだ　 １６

①
「
う
ち
わ
意
識
」「
あ
た
り
ま
え
感
覚
」
を
乗
り
越
え
て

「てんいち」とは、てん（英語の１０）
といち（日本語の１）を合わせた１１
（てんいち）のことで、毎月１１日の人
権を確かめあう日を意味しています。

２
０
０
６
年
１
月
１
日
に

町
村
合
併
し
「
宇
陀
市
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。

「
合
併
し
た
か
ら
と
い
っ

て
何
に
も
変
わ
ら
な
い
」
と

感
じ
て
い
る
人
や
、「
市
に

な
っ
て
環
境
が
大
き
く
変
わ

っ
た
」
と
い
う
人
な
ど
感
じ

方
は
様
々
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

旧
４
町
村
は
そ
れ
ぞ
れ
長

い
歴
史
を
持
ち
、
独
自
で
個

性
を
生
か
し
た
行
政
運
営
が

さ
れ
て
き
た
訳
で
す
か
ら
、

こ
れ
ま
で
暗
黙
の
う
ち
に
ル

ー
ル
化
さ
れ
て
き
た
「
あ
た

り
ま
え
」
や
「
習
慣
」
な
ど

が
微
妙
に
違
う
と
感
じ
る
こ

と
は
あ
っ
て
当
然
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

人
が
複
数
集
ま
れ
ば
、
少

人
数
で
も
多
人
数
で
も
そ
こ

に
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
し
か

わ
か
ら
な
い「
あ
た
り
ま
え
」

や
「
常
識
」
が
ル
ー
ル
と
し

て
成
り
立
っ
て
い
き
ま
す
。

ル
ー
ル
が
で
き
て
い
く
こ
と

自
体
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

問
題
は
、
そ
れ
以
外
の
ル
ー

ル
を
持
つ
人
た
ち
と
違
っ
た

ル
ー
ル
を
認
め
合
い
、
そ
の

整
合
性
を
も
た
す
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ま
た
、
合
併
し
た
事
実
を

前
向
き
に
受
け
止
め
、「
う

ち
わ
意
識
」「
あ
た
り
ま
え

感
覚
」
を
乗
り
越
え
、
こ
れ

ま
で
ひ
と
つ
の
自
治
体
で
行

っ
て
き
た
こ
と
が
４
倍
の
パ

ワ
ー
を
も
っ
て
展
開
で
き
る

と
い
う
考
え
方
に
切
り
替
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

人
権
と
は
、
一
人
ひ
と
り

の
あ
り
方
や
生
き
方
を
、
あ

り
の
ま
ま
認
め
合
う
こ
と
で

あ
り
、
町
村
合
併
等
で
枠
組

み
が
変
更
さ
れ
た
か
ら
と
い

っ
て
理
念
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
４
町
村
で
培
わ

れ
て
き
た
人
権
施
策
を
後
退

さ
せ
る
こ
と
な
く
発
展
的
に

継
承
さ
せ
、
宇
陀
市
の
す
べ

て
の
分
野
に
お
い
て
人
権
が

息
づ
き
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を

な
く
し
、
誰
も
が
安
心
し
て

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

お
互
い
を
認
め
あ
い
、

支
え
あ
う
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

講師　橋田幸子さん

参
加
費

無
料

講
　
師

橋
田
幸
子
さ
ん（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

演
　
題

「
約
束
・
戦
場
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
橋
田
信
介
と
見
る
イ
ラ
ク
」

〜
お
互
い
を
認
め
あ
い
、
支
え
あ
う
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
〜

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

宇
陀
市
人
権
施
策
課（
1
82
‐
２
１
４
７
　
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）ま
で

電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
な
し
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※
託
児
ル
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

静
岡
県
生
ま
れ
。
日
本
女
子
大
卒
業
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

入
社
後
「
く
ら
し
と
経
済
」
の
レ
ポ
ー
タ
ー
な

ど
を
勤
め
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
橋
田
信
介
さ

ん
と
結
婚
。
信
介
さ
ん
は
イ
ラ
ク
取
材
中
に
知

り
合
っ
た
モ
ハ
マ
ド
君
に
目
の
痛
み
を
取
り
除

く
と
約
束
し
て
い
た
。
そ
の
目
的
を
は
た
さ
な

い
ま
ま
、
武
装
勢
力
に
射
殺
さ
れ
た
。
信
介
さ

ん
の
果
た
せ
な
か
っ
た
約
束
を
自
分
の
義
務
と

し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
幸
子
さ
ん
。
治
療
を
終

え
た
モ
ハ
マ
ド
君
を
帰
国
さ
せ
た
今
、
夢
は
イ

ラ
ク
に
病
院
を
建
て
る
こ
と
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
を
行
い
ま
す
。

日
時

３
月
１８
日
（
土
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
１５
分
（
予
定
）

﹇
受
付
は
午
後
１
時
〜
﹈

場
所

宇
陀
市
総
合
セ
ン
タ
ー

宇
陀
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
暮
ら
し
の
も
の
さ
し
に

（
榛
原
区
萩
原
２
６
１
０
‐
１
）



１７　　広報うだ　２００６.３

２０歳から６０歳未満のすべての人が国民年金に加
入し、保険料の納付が義務付けられています。
しかし、収入がない等の理由で保険料納付が困難な

場合、学生の方には、本人の申請（所得審査がありま
す。）により在学期間中の保険料納付を猶予し、社会
人になってから保険料を納めることができる「学生納
付特例制度」があります。

●対象となる学生　
大学（大学院）・短大・高等学校、高等専門学校、

専修学校および各種学校など
※夜間・定時制・通信課程の方も含みます。
※各種学校においては、修養年限が１年以上であるこ
と。

●所得審査
本人の前年所得が
１１８万円＋扶養親族等の数×３８万円 以下のと

き承認となります。
※家族の方の所得の多寡は問いません！

●承認期間
平成１８年４月～平成１９年３月まで

●申請手続き
市役所（地域事務所）の国民年金担当窓口

【持参するもの】
①年金手帳
②印鑑
③在学証明書または学生証の写し
④失業を理由とする場合は、失業を確認できる書類　

注　意！
保険料が未納となっている場合、その間に事故や病

気で障害が残っても「障害基礎年金」が支給されない
場合があります。申請はお早めに行いましょう。

●就職したら追納しましょう
学生納付特例承認期間は、年金受給資格期間には認

められますが、年金の受給額には反映されません。10
年以内であれば後から納付（追納）することができま
す。将来、年金受給額を増やすためにも、必ず納めま
しょう。
なお、承認を受けた年度から３年度目以降は当時の

保険料額に加算額が上乗せされます。
※詳しくは、市役所（地域事務所）の国民年金担当窓
口か最寄りの社会保険事務所まで。

前納は、申し出られた月から次の３月分までの保険
料をまとめて納付すると、保険料が割引されます。ま
た、納め忘れがなくとても便利です（前納する期間が
長いほど割引額が大きくなります）。
また、口座振替納付なら、一度手続きするだけであ

なたの口座から自動的に保険料を納めることができ、
納め忘れがなく、納めに行く手間が省け、納付書での
納付よりも割引額が大きく便利です。
●納付方法と前納割引額

納付手続きは

納付書による前納納付を希望される場合は、４月初
旬に社会保険庁から送られてくる納付書により、納付
期限までに社会保険事務所窓口および金融機関にて納
付ください。
口座振替による前納納付を希望される場合は、年金

手帳または納付書・預金通帳・届出印をご持参の上、
平成１８年３月１０日までに管轄の社会保険事務所ま
たは金融機関で申し込んでください。申込書は社会保
険事務所・金融機関にあります。
申し出をいただいても書類不備などがあると、口座
引き落としに間に合わない場合がありますので、提出
の際は申し出書を再度確認しお早めに申し込みくださ
い。

Y 奈良社会保険事務局年金課（10742‐32‐0505）

納 付 額

１か月

１２か月

６か月

１３,８６０円

１６６,３２０円

８３,１６０円

納付書による
納 付

な　　し

２,９５０円

６８０円

口座振替に
よ る 納 付

※早割制度 ５０円
（年間６００円）

３,４９０円

９４０円

※早割制度　納付期限（納付目的年月の翌月末）より１ヶ月早
く（当月末）に口座振替納付すること。

― 国民年金保険料は前納納付がお得です ―

平成１８年度の「学生納付制度」の 
　　　　　申請の受付がはじまります！ 
　　　　　　～申請はお早めに行きましょう～ 

４月
から
 



広報うだ　 １８

ふれｉギャラリー 

休館日　　７・１４・２１・２８日 
開館時間　午前 9 時～午後 5 時 

◎防火ポスター展
［小学校４年生の作品］及び住宅用防災機器の展示
１日（水）～８日（水）
◎文化体育事業団染花教室作品展
１７日（金）～２６日（日）

の 案 ご 内 の 窓 口 業 務 
　宇陀市役所では、毎月第２・４土曜日（午前８時３０分 
～正午）、証明発行業務を榛原地域事務所　市民課で行 
っています。 
３月は１１日と２５日です。 
※住民基本台帳ネットワークシステム関連業務（住民基本 
台帳カードの交付申請・他市町村の住民票の発行）は行う 
ことができません。　 

職
員
募
集

宇
陀
市
立
病
院
　
薬
剤
師
・

看
護
師
・
助
産
師

【
Y
】
マ
ー
ク
と
課
名
の
み
の
場
合

は
、
裏
表
紙
の
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
で
電

話
番
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

食
品
へ
の
残
留
農
薬
の
規
制
に

つ
い
て
は
、
食
品
衛
生
法
で
基
準

が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
を
超
え
た
食

品
は
流
通
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
は
、
残
留
基
準
が
設
定
さ
れ

て
い
な
い
農
薬
も
あ
り
、
こ
れ
ら

は
残
留
が
あ
っ
て
も
規
制
さ
れ
ず
、

食
品
安
全
の
面
か
ら
問
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
国
は
、
残
留
基
準
が
設

定
さ
れ
て
い
な
い
全
て
の
農
薬
と

食
品
の
組
み
合
わ
せ
に
対
し
、
原

則
と
し
て
０
・
０
１
ppm
（
１
億
分
の

１
）と
い
う
非
常
に
低
い
数
値
を
設

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
」
と
呼
び
ま
す
。

農
薬
使
用
の
際
に
は
、
対
象
の

農
作
物
に
隣
接
す
る
他
の
農
作
物

に
も
、
農
薬
が
飛
散
し
残
留
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

リ
ス
ト
の
基
準
値
は
、
こ
の
よ
う

な
場
合
に
も
超
え
て
し
ま
う
ほ
ど

微
量
な
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ

の
基
準
を
超
え
る
と
、
農
作
物
の

流
通
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

周
辺
の
農
作
物
に
農
薬
の
飛
散

を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

適
性
使
用
に
つ
い
て
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

●
薬
剤
師
（
パ
ー
ト
職
員
）

職
務
内
容
　
院
内
薬
剤
科
に
勤
務

し
、
調
剤
な
ど
に
従
事

資
格
　
45
歳
未
満
の
薬
剤
師
の
有
資

格
者
（
資
格
取
得
見
込
者
を
含
む
）

募
集
人
数
　
１
人

申
し
込
み

履
歴
書
、
資
格
証
明
書

の
写
し
（
卒
業
見
込
証
）
を
宇
陀

市
立
病
院
庶
務
課
へ

●
看
護
師
・
助
産
師
（
正
職
員
）

資
格
　
37
歳
未
満
の
看
護
師
・
助
産

師
免
許
の
取
得
者

募
集
人
数
　
若
干
名

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
登
録
者

平
成
18
年
度
の
幼
稚
園
教
諭
、
保

育
士
の
臨
時
職
員
登
録
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

職
務

市
内
で
幼
稚
園
教
諭
、
保
育

園
等
保
育
士
、
ま
た
は
小
学
校
の

学
習
補
助
員
と
し
て
勤
務

資
格

45
歳
ま
で
の
幼
稚
園
（
小
学

校
）
教
諭
か
保
育
士
の
有
資
格
者

勤
務

職
場
に
よ
り
４
〜
８
時
間
勤

務
で
４
月
着
任

募
集
人
数

若
干
名

申
し
込
み

履
歴
書
と
免
許
状
の
写

し
を
３
月
13
日
（
月
）
ま
で
に
市

教
育
総
務
課
へ

Y
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

●
看
護
師
（
パ
ー
ト
職
員
）

資
格
　
50
歳
以
下
の
看
護
師
免
許
の

取
得
者

募
集
人
数

若
干
名

申
し
込
み

い
ず
れ
も
履
歴
書
を
宇

陀
市
立
病
院
庶
務
課
へ
（
随
時
面

接
）

Y
宇
陀
市
立
病
院（

1
82
‐
０
３
８
１
）

農
薬
使
用
者
の
人
へ

周
辺
農
作
物
へ
の
農
薬
の
飛
散
防
止
に
つ
い
て

●
風
の
強
さ
や
向
き
に
気
を
つ
け
る

●
必
要
最
低
限
の
量
と
区
域
で
使
用

す
る

●
散
布
の
方
向
や
位
置
に
気
を
つ
け

る
●
液
剤
の
粒
子
を
細
か
く
し
す
ぎ
な

い
●
散
布
圧
力
を
上
げ
す
ぎ
な
い

●
タ
ン
ク
や
ホ
ー
ス
は
き
れ
い
に
洗

う■特
に
注
意
が
必
要
な
と
き

●
圃
場
ど
う
し
の
距
離
が
近
い
と
き

●
隣
の
農
作
物
の
収
穫
が
近
づ
い
て

て
き
た
と
き

●
飛
散
が
起
り
や
す
い
散
布
方
法
の

と
き

■
こ
ん
な
方
法
も
有
効
で
す

●
周
辺
の
農
作
物
に
も
登
録
の
あ
る

農
薬
を
使
う

●

飛
散
し
に
く
い
剤
型
（
粒
剤
等
）

の
農
薬
を
選
ぶ

●
境
界
区
域
で
は
農
薬
は
散
布
し
な

い
●
周
辺
の
農
作
物
を
ネ
ッ
ト
等
で
一

時
的
に
覆
う

Y
県
農
業
水
産
振
興
課

（
1
０
７
４
２
‐
27
‐
７
４
４
３
）

何
に
注
意
す
れ
ば
い
い
の
？



１９　　広報うだ　２００６.３

ゴ
ミ
収
集
日
程

●
菟
田
野
区

◎
燃
え
る
ゴ
ミ
収
集

毎
週
月
・
木
曜
日

◎
ガ
ラ
ス
・
ビ
ン
類
ゴ
ミ
収
集

毎
月
10
日

◎
金
属
類
ゴ
ミ
収
集

毎
月
20
日

Y
菟
田
野
地
域
事
務
所

市
民
環
境
課（
1
84
‐
２
５
２
１
）

●
室
生
区
（
燃
え
な
い
ゴ
ミ
）

◎
３
月
10
日
（
金
）

上
笠
間
・
下
笠
間
・
深
野
・
小

原
・
染
田
・
多
田
・
無
山
・
奥
山

◎
３
月
20
日
（
月
）

大
野
・
向
渕
（
奥
山
除
く
）・
三

本
松
・
砥
取
・
瀧
谷
・
西
谷
・
龍

口
◎
３
月
30
日
（
木
）

黒
岩
・
田
口
元
上
田
口
・
下
田

口
・
田
口
元
角
川
・
室
生

Y
室
生
地
域
事
務
所

市
民
環
境
課
（
1
92
‐
２
０
０
１
）

各
種
相
談

●
社
会
保
険
出
張
相
談
所

日
時

３
月
27
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

宇
陀
市
役
所

内
容

年
金
関
係
（
年
金
請
求
手
続

き
、
加
入
期
間
の
確
認
等
）、
社

会
保
険
関
係
な
ど

※
年
金
に
関
す
る
相
談
の
場
合
は
年

金
手
帳
を
、
代
理
人
の
場
合
は
委
任

状
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

Y
奈
良
社
会
保
険
事
務
局

（
1
０
７
４
２
‐
32
‐
０
５
０
５
）

●
登
記
相
談

日
時
・
場
所

●
３
月
16
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜

４
時
／
宇
陀
市
役
所（
２
階
会
議

室
）

内
容

登
記
申
請
手
続
き
・
登
記
申

請
の
前
提
と
な
る
登
記
実
体
法
な

ど
Y
奈
良
地
方
法
務
局
桜
井
支
局

（
1
０
７
４
４
‐
42
‐
２
８
９
６
）

●
人
権
相
談

日
時
・
場
所

●
３
月
８
日（
水
）午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時
／
菟
田
野
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー

●
３
月
８
日（
水
）午
前
９
時
〜
午
後

３
時
／
宇
陀
市
室
生
振
興
セ
ン
タ

ー
●
３
月
15
日（
水
）午
前
９
時
〜
11
時

45
分
／
宇
陀
市
大
宇
陀
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー

●
３
月
15
日（
水
）午
前
９
時
〜
午
後

３
時
／
宇
陀
市
役
所
　

内
容

人
権
の
侵
害
に
関
す
る
諸
問

題
な
ど

Y
市
人
権
施
策
課

●
心
配
ご
と
相
談

日
時
・
場
所

●
３
月
８
日（
水
）午
前
９
時
〜
午
後

３
時
／
宇
陀
市
室
生
振
興
セ
ン
タ
ー

●
３
月
14
日（
火
）・
28
日（
火
）午
前

９
時
〜
午
後
４
時
／
宇
陀
市
榛
原

公
民
館（
旧
榛
原
中
央
公
民
館
）

●
３
月
15
日（
水
）午
前
９
時
〜
11
時

45
分
／
宇
陀
市
大
宇
陀
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー

●
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）／

菟
田
野
区
社
会
福
祉
協
議
会

内
容

暮
ら
し
の
諸
問
題
に
関
す
る

こ
と

Y
宇
陀
市
社
会
福
祉
協
議
会

大宇陀温泉「あきののゆ」
４月１日リニューアルオープン
大宇陀温泉「あきののゆ」は、４月１日にリニュ

ーアルオープンします。露天風呂の拡張や、塩サウ
ナ、フィットネスルームなどを増設しました。
なお、レストラン棟は、５月１日から営業いたし

ます。
Y大宇陀温泉「あきののゆ」（1８３‐４１２６）

●
交
通
事
故
相
談
　
　

日
時
・
場
所
　
３
月
21
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
／
宇
陀
市

役
所
　

内
容

交
通
事
故
の
粉
争
・
示
談
・

調
停
な
ど

Y
市
総
務
課

まちなみギャラリー展示
まちなみギャラリー石景庵

せっけいあん

（大宇陀区上）では、
下記のとおり作品展を開催していますので、ぜひ
ご覧ください。

期　間 ３月９日（木）まで（休館日　毎水曜日）
時　間 午前９時～午後５時
内　容 「大宇陀区文化協会　パンの花　こでま　

り会」による粘土工芸作品の展示
入館料 無料
Y宇陀市松山地区まちづくりセンター

（1８７‐２２７４）

石景庵位置図

●
大
宇
陀
区
・
榛
原
区

ゴ
ミ
収
集
日
は
、
各
家
庭
に
配
布

し
て
い
る
ゴ
ミ
カ
レ
ン
ダ
ー
等
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

Y
大
宇
陀
地
域
事
務
所

市
民
環
境
課（
1
83
‐
２
２
５
１
）

Y
榛
原
地
域
事
務
所

護
美
セ
ン
タ
ー（1

82
‐
６
５
２
１
）



か
ね
て
か
ら
の
懸
案
だ
っ
た
親
房

公
の
お
位
牌
が
、
連
昇
禅
寺
　
関
正

道
住
持
（
榛
原
区
池
上
）
の
尽
力
に

よ
り
、
こ
の
度
入
魂
祭
の
法
要
を
執

行
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ご

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
関
心

の
あ
る
方
は
お
参
り
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時

〜
　
場
所
　
池
上
連
昇
禅
寺
　
会
費

千
円
　
問
い
合
わ
せ

仮
称
　
北
畠

親
房
顕
彰
会
　
大
門
方
（
1
82
‐

０
１
２
７
）

北
畠
親
房
公
お
位
牌
入
魂
祭

と
第
１
回
総
会

■
掲
載
項
目
は
必
要
最
小
限
度
内
に

（
９０
文
字
程
度
）
■
紙
面
の
都
合
上
掲
載

で
き
な
い
場
合
あ
り
■
掲
載
さ
れ
る
内

容
に
つ
い
て
は
責
任
を
持
つ
こ
と
■
営

利
目
的
の
も
の
（
主
催
者
が
収
入
を
得

る
も
の
や
営
利
行
為
の
無
料
Ｐ
Ｒ
活
動
、

職
業
に
密
接
し
た
も
の
も
含
む
）、
政
治

宗
教
に
関
す
る
も
の
、
公
序
良
俗
に
反

す
る
も
の
、
金
銭
的
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

る
恐
れ
が
あ
る
も
の
、
不
特
定
多
数
の

町
民
を
対
象
と
し
な
い
も
の
な
ど
は
掲

載
不
可
■
原
稿
は
掲
載
日
の
約
１
カ
月

前
に
宇
陀
市
役
所
　
広
報
情
報
課
へ

◆
わ
が
や
の
ア
イ
ド
ル
募
集
中
◆

お
子
さ
ん
の
写
真
と
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

記
入
の
上
、
宇
陀
市
役
所
　
広
報
情
報

課
ま
で
郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

掲
載
記
事
・
わ
が
や
の

ア
イ
ド
ル
募
集
中
！

文
部
科
学
省
委
託
事
業

春
を
食
べ
よ
う
！

広報うだ　 ２０

若
芽
を
料
理
し
て
、
み
ん
な
で
食

べ
ま
し
ょ
う
。
現
在
、
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
も
大
募
集
中
で
す
。

日
時
　
３
月
21
日
（
火
）

午
前
10

時
（
集
合
）
／
午
後
３
時
（
解
散
）

場
所
　
榛
原
区
天
満
台
東
公
民
館

対
象
　
幼
稚
園
（
年
長
）
〜
小
学
生

問
い
合
わ
せ

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奈

良
37
団
　
五
十
嵐
方
（
1
82
‐
３

９
９
３
）

リ
ニ
ア
一
般
試
乗
会
参
加
者

募
集山

梨
リ
ニ
ア
実
験
線
（
山
梨
県
都

留
市
）
で
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の

試
乗
や
見
学
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま

す
（
走
行
試
験
の
都
合
に
よ
り
試
乗

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

日
時
　
３
月
23
日
（
木
）
日
帰
り

場
所
　
山
梨
県
都
留
市
「
山
梨
リ
ニ

ア
実
験
セ
ン
タ
ー
」

募
集
人
員

80
名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

応
募
資
格
　
高
校
生
以
上
の
県
内
在

住
の
人
　
２
名
以
下
で
応
募
（
過
去

の
試
乗
会
経
験
者
は
対
象
外
）

参

加
費

２
万
円
（
１
名
分
）

申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復
は
が
き

に
、
参
加
希
望
者
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
３
月
９
日
（
木
）﹇
必
着
﹈
ま

で
に
、
〒
６
３
０
‐
８
５
０
１
　
奈

良
市
登
大
路
町
30

県
企
画
部
観
光

交
流
局
交
通
政
策
課
内
　
リ
ニ
ア
中

央
エ
ク
ス
プ
レ
ス
建
設
促
進
奈
良
県

期
成
同
盟
会
（
1
０
７
４
２
‐
27
‐

８
４
８
３
）

シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
カ
レ
ッ
ジ
参

加
者
募
集

高
齢
者
が
培
っ
て
き
た
経
験
や
技

能
・
知
識
を
充
分
に
活
用
で
き
る
よ

う
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
講
座
の

参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。

開
催
日
時
　
５
月
〜
平
成
19
年
３

月
の
間
各
教
室
31
回
開
催
（
原
則
と

し
て
奈
良
教
室
は
木
曜
日
、
橿
原
教

室
は
火
曜
日
　
午
前
10
〜
正
午
）

会
場
・
定
員
　
●
奈
良
教
室
（
県
文

化
会
館
他
）
50
名
　
●
橿
原
教
室

（
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
）

50
名
　
対
象

●

県
内
に
居
住
の
60

歳
以
上
の
人
（
平
成
18
年
４
月
１
日

現
在
）
●

講
座
終
了
後
、
地
域
で
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
貢
献
活
動
す
る

意
思
の
あ
る
人
　
●

全
講
座
受
講
可

能
な
人
（
過
去
に
「
な
ら
高
齢
者
大

学
」
お
よ
び
「
ま
ほ
ろ
ば
シ
ニ
ア
リ

ー
ダ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」
を
受
講
し
た
人

を
除
く
）

内
容

①
教
養
講
座

●

地
域
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必

要
な
一
般
教
養
　
●

公
開
講
座
　
②

実
践
講
座

●

地
域
活
動
（
各
論
）

●

地
域
づ
く
り
（
総
論
・
実
践
論
）

受
講
料

７,
５
０
０
円
（
口
座
振

込
／
手
数
料
は
各
自
負
担
）

申
し

込
み
・

問
い
合
わ
せ
　
４
月
17
日

（
月
）﹇
消
印
有
効
﹈
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
（
１
人
１
枚
厳
守
）
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
教
室
名
（
奈
良
か
橿
原
）

を
記
入
の
上
、
〒
６
３
４
‐
０
０
６

１
　
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０
‐
11

7
健
や
か
奈
良
支
援
財
団
（
1
０
７

４
４
‐
29
‐
０
１
２
０
）

※
受
講
決
定
は
５
月
上
旬
に
通
知
し

ま
す
。

仕事も家庭も大切にしたいとい
う人に、「育児・介護・家事サー
ビス」に関する情報を電話・イン
ターネットで提供します。
◆育児情報（保育所・幼稚園・保
育サポーター・ベビーシッター・
学童保育など）
◆その他の介護情報・家事代行情
報など
相談時間 午前９時３０分～午後
４時３０分（土・日曜日、祝日
を除く）

問い合わせ　7２１世紀職業財団
奈良事務所（1０７４２‐６４‐
２０２０）

◎フレーフレーネット　http:
//www.2020net.

フレーフレー・
テレフォン奈良

「
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
集
団
登

録
会
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〜
予
約
の
電
話
お
待
ち
し
て
い
ま
す
〜

日
時

３
月
12
日
（
日
）

午
前
10

時
〜
／
午
前
11
時
〜
／
午
後
１
時

〜
／
午
後
２
時
〜
（
ド
ナ
ー
登
録
に

は
30
分
程
度
か
か
り
ま
す
）

場
所

県
骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
（
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
内
）

登
録
で
き
る

人

●

18
歳
以
上
54
歳
以
下
の
健
康

な
人
　
●

体
重
が
男
性
45
o
以
上
、

女
性
40
o
以
上
の
人
　
●

骨
髄
提
供

の
内
容
を
十
分
理
解
さ
れ
て
い
る
人

●

ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て
家
族
の
同

意
を
得
て
お
ら
れ
る
人
　
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ

県
骨
髄
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
（
1
０
７
４
３
‐
56
‐
５

９
１
６
／
水
・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）

※
当
日
受
付
も
で
き
ま
す
が
、
人
数

制
限
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。



２１　　広報うだ　２００６.３

あなたです　火のあるくらしの　見はり役
３月１日（水）～７日（火）

《住宅火災急増》
平成１８年１月、兵庫県内で児童５名の尊い命が

住宅火災により奪われました。さらに死者を生じる
住宅火災が全国的に多発し、死傷者数が急増してい
ます。
住宅火災で亡くなる方は、毎年増加傾向にあり、

平成１５年から毎年１,０００人を超えています。社
会の安心安全を脅かす、まさに非常事態に直面して
います。
こうした情勢の中、「住宅火災による死傷者を防

止することを最重点目標として」、３月１日から一
週間　全国一斉に春季火災予防運動が実施されま

す。宇陀広域消防組合におきましても、関係機関や
各種団体等の協力のもと、住宅火災による死傷者防
止対策を始め、出火防止のため、予防広報を中心に
種々の活動を実施します。

【主な広報活動】
１　巡回広報活動
２　街頭広報活動
３　消防団合同防火パレード
４　防災ヘリコプターによる広報活動
火災のない「安全・安心なまちづくり」に住民皆

様のご理解とご協力をお願い致します。

◆春季火災予防運動実施中◆

【全国統一標語】

【３つの習慣】
●寝たばこは、絶対にやめる。
●ストーブは、燃えやすい物から離れた位置で使用
する。
●ガスこんろなどのそばを離
れるときは、必ず火を消す。

【４つの対策】
●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器等を設
置する。
●寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を
使用する。
●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等
を設置する。
●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近
所の協力体制をつくる。

◆住宅防火　いのちを守る　７つのポイント◆ ～３つの習慣・４つの対策～

宇陀広域消防組合　消防本部（1８２‐３１９９）

●
桜
井
宇
陀
歴
史
文
化
講
演
会
参
加

者
募
集

こ
の
度
、
宇
陀
市
発
足
記
念
、
第

８
回
桜
井
宇
陀
歴
史
文
化
講
演
会
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

日
時

３
月
25
日（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
40
分（
午
後
１
時
受

付
）

場
所

宇
陀
市
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー

記
念
講
演

「
古
代
の
宇
陀
―
壬
申

の
乱
と
文

ふ
み
の

袮ね

麻ま

呂ろ

を
中
心
に
―
」

講
師

直
木
孝
次
郎
氏（
大
阪
市
立
大

学
名
誉
教
授
）

定
員

５
０
０
人（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
き
り
ま
す
）

費
用

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復
は

が
き（
一
人
１
枚
）に
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、「
講
演
会
参
加

希
望
」
と
記
入
の
上
、
３
月
９
日

（
木
）﹇
必
着
﹈

〒
６
３
３
‐
０
２

９
２
　
榛
原
区
下
井
足
17
‐
３

宇
陀
市
役
所
　
企
画
調
整
課
「
第

８
回
桜
井
宇
陀
歴
史
文
化
講
演
会

事
務
局
」
ま
で

●
宇
陀
春
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

緑
の
風
吹
く
ロ
マ
ン
の
街
道
・
桜

井
宇
陀
の
春
め
ぐ
り
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
あ
き
の
の
湯
へ
の
入
浴
が
で

き
ま
す（
入
浴
料
は
自
己
負
担
）。
ス

タ
ッ
フ
同
行
、
昼
食
付
き
で
す
。

日
時
・
集
合
場
所

４
月
11
日（
火
）

﹇
雨
天
決
行
﹈
午
前
８
時
45
分（
受

付
）

午
前
９
時
15
分（
出
発
）
・

近
鉄
榛
原
駅
南
口

コ
ー
ス

大
野
寺
の
し
だ
れ
桜
（
室

生
区
）
滝
谷
花
し
ょ
う
ぶ
園
の
桜

（
室
生
区
）\

美
榛
苑
で
昼
食（
榛

原
区
）\

宇
太
水
分
神
社
・
水
分

桜
（
菟
田
野
区
）\

又
兵
桜（
大

宇
陀
区
）\

「
あ
き
の
の
湯
」
ま

た
は
道
の
駅
「
宇
陀
路
大
宇
陀
」

（
大
宇
陀
区
）\

近
鉄
榛
原
駅（
午

後
４
時
20
分
到
着
予
定
）

※
気
象
状
況
に
よ
り
コ
ー
ス
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

交
通
手
段

観
光
バ
ス

対
象

大
人
に
限
る

定
員

80
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費

１
人
２
５
０
０
円（
当
日
徴

収
・
参
加
記
念
粗
品
進
呈
／
参
加

費
用
は
交
通
費
・
拝
観
料
・
昼
食

な
ど
の
一
部
負
担
分
で
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復
は

が
き
に
申
込
者（
１
枚
で
２
名
様

ま
で
可
）の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
返
信
用
の
宛
名（
代

表
者
の
住
所
・
氏
名
）を
記
入
の

上
、
３
月
24
日（
金
）〜
４
月
３
日

（
月
）﹇
必
着
﹈ま
で
の
期
間
に
、
〒

６
３
３
‐
０
０
２
１
　
桜
井
市
倉

橋
２
１
１
６
‐
２
　
桜
井
宇
陀
広

域
連
合
事
務
局
　
観
光
探
訪
係
へ

（
1
０
７
４
４
‐
44
‐
１
４
４
４
）

宇
陀
市
発
足
記
念
　
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
の
催
し



出 納 室  
企画総務課  
収 税 課  
市 民 課  
環 境 課  
福 祉 課  
農林商工課  
土木建設課  
維持管理課  
学校教育課  
生涯学習課  

82-5673 
82-5864 
82-5874 
82-5931 
82-5934 
82-5943 
82-5949 
82-5950 
82-5961 
82-8091 
82-8092

総 務 課  
人 事 課  
危機管理課  
財 政 課  
税 務 課  
収 納 課  
企画調整課  
広報情報課  
市民生活課  
人権施策課  
環境対策課  

82-1302 
82-1303 
82-1304 
82-1305 
82-1306 
82-1352 
82-1362 
82-2121 
82-2143 
82-2147 
82-2202

福祉政策課  
市民福祉課  
健康づくり課
産業企画課  
農業振興課  
林業振興課  
商工観光課  
地籍調査課  
都市計画課  
下 水 道 課  
公 園 課  

82-2221 
82-2236 
82-2295 
82-2403 
82-2413 
82-2418 
82-2457 
82-5608 
82-5624 
82-5627 
82-5631

建 設 課  
営 繕 課  
監 理 課  
出 納 室  
議会事務局  
教育総務課  
社会教育課  
人権教育課  
農業委員会  

82-5638 
82-5642 
82-5658 
82-5673 
82-5771 
82-5675 
82-5739 
82-5740 
82-5781

■ダイヤルイン番号 

榛原地域事務所 宇陀市役所 

大宇陀地域事務所 
菟田野地域事務所 
榛 原 地 域 事 務 所  
室 生 地 域 事 務 所  
宇 陀 市 水 道 局  

発行　宇陀市 
TEL 0745-82-8000     FAX 0745-82-3900
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〒633-2221　　菟田野区松井486番地の1 
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〒633-0392　　室生区大野1641番地 
〒633-0218　　榛原区桧牧146番地の２ 

TEL 0745-83-2251 
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TEL 0745-82-1301 
TEL 0745-92-2001 
TEL 0745-82-2185 
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〒633-0292 宇陀市榛原区下井足17番地の3

宇
太
う

だ

水
分
み
く
ま
り

神
社
は
、
速
秋
津
比
古

は
や
あ
き
つ
ひ
こ

神の
か
み

、
天
水
分
神

あ
め
の
み
く
ま
り
の
か
み、

国
水
分
神

く
に
の
み
く
ま
り
の
か
みの

水

分
三
座
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
人
々
か

ら
「
水
分
み
く
ま
り

さ
ん
」
の
呼
び
名
で
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

社
伝
で
は
、
崇
神
す
じ
ん

天
皇
の
時
代
に

始
ま
る
と
い
わ
れ
、
垂
仁
す
い
に
ん

天
皇
の
時

代
に
神
託
に

よ
っ
て
社
殿

を
か
ま
え
た

と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

本
殿
は
、

連
棟
社
殿
で

中
央
と
左
右

の
三
殿
か
ら

な
る
一
間
社

い
っ
け
ん
し
ゃ

隈
木
入
春
日
造

す
み
ぎ
い
り
か
す
が
づ
く

り
で
、
国
宝
に
も
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
殿
の
塗
装
の
塗
り
か
え
に
伴
い

柱
の
彩
色
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
室

町
時
代
後
期
に
描
か
れ
、
神
社
建
築

の
外
部
に
施
さ
れ
た
彩
色
で
は
最
古

級
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

平
成
16
年
３
月
に
保
存
修
理
工
事
が

完
了
し
、
柱
や
な
げ
し

・

・

・

に
描
か
れ
て

い
た
室
町
時
代
後
期
の
最
古
級
の
極

彩
色
の
文
様
が
４
５
０
年
ぶ
り
に
復

元
さ
れ
鮮
や
か
な
姿
が
よ
み
が
え
り

ま
し
た
。

樹
齢
５
０
０
年
と
伝
わ
る
欅
や
杉

の
巨
木
が
う
っ
そ
う
と
社
殿
を
囲
み
、

境
内
は
、
幽
玄
の
極
み
。
現
在
に
残

る
大
杉
は
源
頼
朝
が
幼
少
の
頃
、
杉

苗
を
植
え
て
祈
願
し
た
も
の
と
伝
え

ら
れ
、「
頼
朝
杉
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
境
内
に
は
、
推
古
天

皇
が
薬
狩
り
に
訪
れ
た
際
、
身
を
清

め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
「
薬
の
井
」

も
あ
り
ま
す
。

31

31

菟田野中学校菟田野中学校

宇太小学校

至榛原区・室生区

菟田野地域事務所

宇太水分神社

菟田野中学校

至
大
宇
陀
区

第
２
回
　
菟
田
野
区

「
宇
太
水
分
神
社
」

国宝本殿

極彩色に彩られた柱
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